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れた。例えば、1598 年(慶長 3 年)に豊臣秀吉が京都の醍醐寺(今の京都府京都市)で催した「醍醐の花





























































                                                     
4記念講堂とは、東北大学にあるホール状の建物であり、その前には多数の桜の木が植えられているので、大学構
内での花見の名所となっている。 
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どについての質問に答えていた。きわめて暗く桜や相手の顔があまり見えなかったが、新入生たちは
お互いに話しをしながら食べものを食べていた。生協から買った花見料理は、寿司、オードブル、サ
ンドイッチ、焼き鳥、焼きそば、から揚げ、サラダである。3 年生と 4 年生は主に座って話して、ビ
ールを飲んだ。 
 始まってから30分ほど経ったあと、3年生の主将が「これからいよいよ新入生の自己紹介がスター























のバイトもできる。これがなんと 5 時間で 8000 円も稼げるんだよ。部員もみんな大学から始めた人
ばかりだ」と言った。飲み放題の2時間が終わった時は、もう11時だった。  



















 新入生はまず川内キャンパスに集合し、2 年生が 1 年生を先導して花見の行われる片平キャンパス
へ向かった。合気道の道場に到着すると、まず、2 年生が新入生にビニール袋を配った。新入生は、









いた。また、3 年生と 4 年生と新入生がも























































 6 時少し前に、研究室の新入生と上級生、そして教官 2 人が会場に来た。入り口には受付が設けら
れており、新入生は 1000 円、その他の参加者は 2000 円の参加費を 3 年生の幹事に払って会場に入
った。新入生の参加者は、男性3人と女性6人であった。東北大学の文学部では、2年次より自分の
希望する研究室に所属される。そのため、研究室の一番下の学年は2年生である。今年度の新入生は































 次に、東北大学の環境科学研究科の花見について述べる。2003 年 4 月、もとの東北大学大学院国







室が一緒に開催した。花見は 4 月 9 日金曜日の 12 時
から行われた。院生のTさんによれば、研究室には公
式の行事と非公式な行事の二種類があるという。公式
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